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数　量単位

set

名　称

（主補強材）

*ジオグリッド

規格寸法

ﾌｫｰﾄﾗｯｸ  35／20-20

H=600,W=2000

凡　例

本

m

固定ピン

植生シート

AD-D10×200

AD-GR25

植生土のう m2

メッシュユニット

237.6

44.0

232

88.0

1.4

材　　料　　表

EF-3排水材 m 28.5

set

DL=20.000

P.0

DL=20.000

P.6.0

DL=20.000

P.17.5

H=10.000m

コンクリート舗装 5m3
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至 初崎

至 名鹿

96K 0.1

16K 0.2
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96K 0.1

16K 0.2

(補強盛土内)

(1.6)

(1.7)

(補強盛土内)

(1.6)

(3.2)

(補強盛土内)

(1.6)

(3.6)

※1　水道管敷設による保護砂分控除

※1　水道管敷設による保護砂分控除

※1　水道管敷設による保護砂分控除
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補強盛土工ジオグリッド

1:
0
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(2700)

＊（　 ）内は、巻き込み部を含んだ長さを示す。

エンドレンフィルター

構 造 図
(フォートラック同等品)

異径棒鋼（D10）

タイプ

35/20-20

X1×Y1

(mm)

23×22

S=1:10

φ8

φ5

正面図

側面図

S=1:10

壁面材詳細図

背筋詳細図

丸鋼（φ8）

たてストランド

補強材詳細図

S=1:2

ユニットキャップ詳細図
S=1:5

固定ピン詳細図断面図（天端部）

＊目合いは参考値

よこストランド

背筋

植生シート（幅1m）

ユニットキャップ

1
：
0
.
2

1
：
0
.
2

壁面材組立図

断面図（標準部）

300mm程度以下は植生土のうを設置する。

概略図

S=1:20

復旧コンクリート舗装
S=1:10

コンクリート
(σck=18N/mm2)

路盤工

(再生粒調砕石　RM-30)

S=1:50
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S=1:20

取付工(練石積)

(控25cm)

(σck=18N/mm2)

規格等 数 量材 料

石 材 重 量 控25cm 4.31 t

10m2当り

1.22 m3σck=18N/mm2コンクリート

取付工積数量

工  種・種  別 数量 単位 計　算　式

数量計算

土工

　掘削(土砂) 94K

　床掘(土砂) 14K

残土処理

112.5

18.4

12.7

(1.1+1.0)÷2×6.0+(1.0+1.1)÷2×11.5

m3

m3

m3

(10.1+6.3)÷2×6.0+(6.3+4.7)÷2×11.5

(112.5+1.8+18.3+3.5)-(5.3+9.9+19.3+28.0+48.6)/0.9

補強土壁工法

　排水材 28.5 m 1.5×19箇所

埋戻し(土砂) B4-D m35.3 0.3×17.5

盛土(路床) BV4 m39.9 0.6×6.0+(0.6+0.5)÷2×11.5

盛土(路体) BV8 m319.3 (1.5+1.3)÷2×6.0+(1.3+0.6)÷2×11.5

補強土壁内敷均し・締固め(現地発生土：BV4) m328.0 1.6×17.5

工  種・種  別 数量 単位 計　算　式

舗装工

雑工

m2 2.05×1.66+(2.05+2.10)÷2×3.50+(2.10+2.20)÷2×8.0+(2.20+2.40)÷2×6.00+2.40×2.3147.2

(2.05×1.66+(2.05+2.10)÷2×3.50+(2.10+2.20)÷2×8.0+(2.20+2.40)÷2×6.00+2.40×2.31)×0.1m34.7

m236.5 (2.1+2.2)÷2×8.00+(2.2+2.4)÷2×6.0+2.40×2.31　（36.5×0.1=3.7ｍ3）

取壊撤去工

　カッター切断（アスファルトt=5cm）

　カッター切断（コンクリートt=10cm）

2.1

2.4

　アスファルト殻運搬・処分(L=7.1km) 10.7

m

m

m2

2.05

2.40

2.05×1.66+(2.05+2.10)÷2×3.50　（10.7×0.05=0.5ｍ3）

　コンクリート取壊し・運搬・処分(L=7.1km)

　表層(コンクリート σck=18N/mm2)(t=10cm)

　路盤(再生粒調砕石　RM-30)(t=10cm)

　床掘(軟岩) 16K 3.5 m3 0.2×17.5

　掘削(軟岩) 96K 1.8 m3 0.1×17.5

補強土壁内敷均し・締固め(現地発生土：BV8) 48.6 m3 (3.6+3.2)÷2×6.0+(3.2+1.7)÷2×11.5

m2 (3.67+3.37)÷2×6.0+(3.37+2.35)÷2×11.5補強土壁 54.0

　植生土のう m21.4 0.90+0.53　(0.9×25袋/m2+0.53×25袋/m2≒37袋)

　ジオグリッド(補強材) 237.6

　補強材敷設 132.0 88.0(のり面ﾕﾆｯﾄ総延長)×1.5(ﾕﾆｯﾄ控長)m2

m2

　固定ピン 本232

準備工

本 (0.055*0.055)×3.14×5m(H)×2=0.09　単位重量0.8(想定)より0.07ｔ2

(0.04*0.04)×3.14×5m(H)=0.03　単位重量0.8(想定)より0.03ｔ本1　天然生林伐採　胸高直径　8cm

　天然生林伐採　胸高直径　11cm

t0.1

t0.1　枝葉処分

　根処分

0.03+0.07

0.1×25%(想定)

7.7×1.22/10m30. 9

　取付工(練石積 控25cm )在石使用50％ (0.50+2.31)÷2×3.67+(0.50+1.66)÷2×2.35m27. 7

　取付工（胴込コンクリート）

7.7×4.31/10÷2ｔ1.7　取付工（石材）

掘削土仮置き（盛土流用分）(L=1.2km) m3 (112.5+1.8+18.3+3.5発生土)-(12.7残土処分)123.4

88.0(のり面ﾕﾆｯﾄ総延長)×2.7(補強材幅)

88.0(のり面ﾕﾆｯﾄ総延長)×(4/2.45(補強材)+2/2(壁面材))

仮設工

　水道管移設 式1.0

　舗装版切断排水処理（L=128.0km） 0.023×((0.05×2.05)+(0.1×2.4))　※処分場受け入れ条件0.1ｍ3未満式1

令和7年度　7災　第13号
市道名鹿山ノ手1号線　道路災害復旧工事

フォートラック

　既設水道管等処分（L=18.3km） 0.5 m3 Φ165×21.4＝0.5
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HIVPφ150 H=600

NO.1NO.2

メカ形小曲管φ150×90° メカ形小曲管φ150×90°

メカ形小曲管φ150×90°

1.000NO.3

メカ形小曲管φ150×90°

0
.
7
0
0

0
.
7
0
0

離脱防止金具φ150

離脱防止金具φ150

離脱防止金具φ150

管延長集計

H I V Pφ 1 5 0  L = 5 . 0 0 m× 4本 + 1 . 0 0＋ 0 . 7 0＋ 0 . 7 0＝ 2 2 . 4 m

仮 移 設

（ S t e p . 1 ）

本 復 旧

（ S t e p . 2 ）

HIVPφ150 H=600NO.1NO.2

メカ形ドレッサーφ150

1000NO.3

離脱防止金具φ150

離脱防止金具φ150

離脱防止金具φ150

管延長集計

H I V Pφ 1 5 0  L = 5 . 0 0 m× 4本+ 1 . 0 0＝ 2 1 . 0 m

HVB

HVBHVB

H VB

メカ形ドレッサーφ150

6
0
0

6
0
0

詳 細 A

HIVPφ150 H=600HIVPφ150 H=600

6
0
0

6
0
0

詳 細 B

HIVPφ150 H=600HIVPφ150 H=600

（仮移設）

（本復旧）

番 号 口 径 切管組 み合わ せ 有 効長

※ 　は切 断位置

残 管 長 計 切 断 管 種

塩ビ管切管調書

1 5 0( 5 ) 2 . 4 0 0 2 . 6 0 0 5 . 0 0 0 3

( 1 ～ 4 ) 1 5 0 5 . 0 0 0 0 . 0 0 0 5 . 0 0 0 0
( 1 ～ 4 )

5 . 0 0 0

H I V P φ 1 5 0 :直管 L = 5 . 0 0 0 m

合 計 3

( 5 - 1 )

1 . 0 0 0

( 5 - 3 )

2 . 6 0 0

土工断面図

市 道  車 道  C o n 舗 装  H = 0 . 6  φ 1 5 0

路盤工(RM-30)

発 生 土 流 用

埋設標示シート

保 護 砂 （ 転 圧 無 ）

φ1 5 0

Con舗装

0 . 7 0 0

( 5 - 2 )

0 . 7 0 0

保 護 砂 （ 転 圧 有 ）

離脱防止金具φ150

※既設に設置

離脱防止金具φ150

※既設に設置

NO.4

離脱防止金具φ150

NO.4

離脱防止金具φ150

配水管：数量調書

名称 形状寸法 単位 合計
対　　　象　　　図　　　面

管割図

（管材費）

R形ﾛﾝｸﾞHI直管 φ150×5.0m 本 4.0 4.0

HIVP φ150 ｍ 2.4 2.400

メカ形小曲管 φ150×90° 個 4.0 4.0

メカ形ドレッサー φ150 個 2.0 2.0

離脱防止金具 φ150 RRロング用 個 4.0 4.0

離脱防止金具 φ150 RR用 個 2.0 2.0

（材料費） 0.0

埋設表示ｼｰﾄ ｱﾙﾐ入、ﾀﾞﾌﾞﾙ ｍ 21.0 21.0 本復旧のみ

0.0

（労務費） 0.0

塩ビ管布設工 φ150 ｍ 43.4 43.4 仮移設22.4m+本復旧21.0m

RR継手工 φ150　離脱防止金具あり 口 4.0 4.0

離脱防止金具設置 φ150 口 2.0 2.0

塩ビ管切断 φ150 口 3.0 3.0

ﾒｶﾆｶﾙ継手 φ150 口 12.0 12.0

塩ビ管切断 既設管：150mm 口 2.0 2.0

塩ビ管用鋳鉄異形管被覆工 ドレッサー、φ150 箇所 2.0 2.0

埋設標示ｼｰﾄ工 ｍ 21.0 21.0

既設管塩ビ管撤去 φ150 ｍ 21.0 21.0

既設撤去塩ビ管切断 φ150 口 3.0 3.0 21.0m/6m＝3.5≒3口(切捨て)

通水試験 日 0.08 0.08 43.4/500=0.087

（土工） 0.0

管路埋戻 保護砂（転圧有） m3 1.0 1.3 (0.60×0.10)×21.0m

管路埋戻 保護砂（転圧無） m3 3.0 2.9 (0.60×0.27-0.023)×21.0m

※φ150断面積：0.170＾2×3.14÷4≒0.023

令和7年度　7災　第13号
市道名鹿山ノ手1号線　道路災害復旧工事

（処分）

塩ビ管 φ150 ｍ 22.4 22.4 既設管21.0+仮設管1.4

露出配管　L=21.0m

埋設配管　L=21.0m
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露出配管

HIVPφ150管布設　L=22.4m

HIVPφ150管撤去　L=21.0m

HIVPφ150管布設　L=21.0m
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